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1 はじめに 

本操作ガイドでは、rekordbox dj（Performance モード）の MIDI LEARN 機能に関して説明します。

rekordbox 全般に関しては、rekordbox 操作説明書をご参照ください。 

 

rekordbox 操作説明書 rekordbox.com/ja/support/manual.php 

 

MIDI LEARN 機能は rekordbox 4.0.6以降に搭載されています。4.0.6以前の rekordbox をお使いの場

合は最新バージョンにアップデートしてください。 

 

2 MIDI LEARN機能について 

MIDI LEARN 機能は、rekordbox dj（Performance モード）の各種機能を、MIDI コントロール機能を持

つ任意の機器で操作できるようにする機能です。 

例えば rekordbox dj の Play/Pause 機能、Hot Cue 機能など各種機能を MIDI コントロール可能な機器の

お好みのボタン等に割り当てることができます。 

rekordbox dj 対応機器の場合は、すでに割り当てられている機能を別の機能に割り当てなおすことができ

ます。 

 

本機能は弊社製 rekordbox dj 対応機器での使用を想定しており、サードパーティ製機器での使用はサポー

ト対象外となりますのでご了承ください。 
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3 MIDI LEARN機能の操作手順 

 

3.1 MIDIコントロール可能な機器を接続する 

1 機能割り当てを行いたい機器をコンピュータに接続する。 

2 rekordbox を起動し、[PERFORMANCE]モードにする。 

 

 

※ MIDI LEARN 機能は、USB ケーブルでコンピュータに接続されている MIDI コントロール可能な機

器に対して使うことができます。（接続されていない機器に対しては使うことができません。） 

 

3.2 MIDI設定画面を表示する 

画面右上にある[MIDI]ボタンをクリックする。 

 

→MIDI 設定画面が表示されます。 
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MIDI 設定画面

 

[1] 接続機器選択メニュー 

クリックすると現在コンピュータに接続されている MIDI コントロール可能な機器がプルダウンメニュー

に表示されます。 

機器を選択すると MIDI 設定項目一覧に選択した機器の MIDI 設定が表示され、編集（[LEARN]、[ADD]、

[DUPLICATE]、[DELETE]）・保存（[EXPORT]）・保存した内容の取り込み（[IMPORT]）・初期化（[DEFAULT]）

ができるようになります。 

[2] DEFAULT ボタン 

クリックすると、[接続機器]で選択している機器の MIDI 設定が初期状態に戻ります。 

rekordbox dj 対応機器の場合は、工場出荷状態の MIDI 設定に戻ります。 

rekordbox dj 対応機器以外は、未設定状態に戻ります。 

[3] MIDI 設定項目一覧 切り替えタブ 

タブをクリックすると、タブ名の機能カテゴリに関する MIDI 設定項目が表示されます。 

[ADD]ボタンで追加できる機能は、現在選択されているタブ名の機能カテゴリに属したものとなります。 
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[4] MIDI 設定項目一覧 

[1]接続機器選択メニューで選択されている機器の MIDI 設定を表示・編集できます。 

各カラムについて 

・[Function]: 機器に割り当てる機能名。 

・[Deck]: Deck 番号。 

クリックすると Deck 番号を選択できます。 

・[MIDI IN]: 機器から受信する MIDI コード。16進数表記で 4桁表示します。 

機能が動作するトリガーとなります。[LEARN]ボタンが点灯状態のときに機器を操作すると、操作したボ

タンやノブなどの MIDI コードを受信して割り当てます。クリックして MIDI コードを直接編集すること

もできます。（16進数 4桁を入力してください。） 

・[Type]: ボタン、フェーダーなどの種別。 

LEARN ボタンを ON にして機能割り当てを行う際は、Type の表示に従って機器のボタンやフェーダー等

を操作し、機能割り当てを行ってください。 

Button、Pad: 

機器のボタンまたはパッドに機能割り当てを行ってください。 

Knob/Fader(0h-7Fh)、Knob/Fader(0h-3FFFh): 

機器のノブまたはフェーダーに機能割り当てを行ってください。 

機器の分解能に応じて 128段階(0h-7Fh)、16384段階(0h-3FFFh)を選択できます。 

Rotary: 

機器のロータリーエンコーダーに機能割り当てを行ってください。 

Indicator: 

インジケーターの点灯情報を機器に送信します。 

機器の操作で機能割り当てはできません。 

[MIDI OUT]をクリックし MIDI コードを入力してください。 

Value: 

ニードルサーチとベロシティサンプラーのベロシティを割り当てる際の Type です。 

ニードルサーチの場合は、機器のリボンコントローラをスライド操作して機能割り当てを行ってくだ

さい。 

ベロシティサンプラーの場合は、パッドボタンを押したときに 2つの MIDI データ（Note Onと CC

（コントロールチェンジ））を送信するパッドに限り、ベロシティの割り当てができます。ベロシテ

ィは CC（コントロールチェンジ）で指定します。これは機器のパッドを押す操作では割り当てできま

せんので[MIDI IN]に 16進数でステータスバイトと第 1データバイトを入力してください。 

ベロシティサンプラーの[MIDI IN]入力：Bnxx 

n: MIDI チャンネル 1～16 (0h～Fh) 

xx: 第 1データバイト （00h～FFh） 
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・[MIDI OUT]: 機器へ送信する MIDI コード。 

機能に点灯/消灯などのインジケータがある場合は、自動的に MIDI IN コードと同じコードを機器へ送信

します。クリックして MIDI コードを編集することもできます。 

・[Comment]: フリーコメント欄。 

 クリックすると文字を入力することができます。 

 

各カラム名をクリックすると MIDI 設定項目をソートすることができます。 

[5] LEARN ボタン 

MIDI コードを割り当てる機能です。クリックで ON/OFF します。ON 状態のときに機器のボタン等を操

作すると、機器から受信した MIDI コードを選択中の機能に割り当てます。 

[6] ADDボタン 

クリックすると割り当て可能な機能がメニュー表示されます。表示される機能は選択しているタブ名の機

能カテゴリに関するものとなります。メニュー表示された機能を選択すると MIDI 設定項目一覧の最下行

に追加されます。 

[7] DUPLICATEボタン 

クリックすると選択している機能を複製します。 

[8] DELETEボタン 

クリックすると選択している機能を削除します。 

[9] IMPORT ボタン 

クリックすると MIDI 設定ファイルを選択するダイアログボックスが表示され、EXPORT した MIDI 設定

ファイルを選択すると現在の MIDI 設定を上書きして取り込むことができます。 

[10] EXPORT ボタン 

クリックするとダイアログボックスが表示され、MIDI 設定内容を EXPORT（保存）することができます。 
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3.3 機器を選択する （接続機器が複数台の場合） 

接続機器が 1台の場合は自動的にその機器が選択されます。 

2台以上接続されている場合は以下の操作で選択してください。 

1 接続機器の欄をクリックする 

→現在コンピュータにUSB接続されているMIDIコントロール機器がプルダウンメニューで

表示されます。 

2 機能を割り当てたい機器を選択する 

→MIDI 設定項目一覧に選択機器の MIDI 設定状態が表示されます。 

 （未設定の場合はブランク表示になります） 

 

3.4 機能を追加する 

1 [ADD]ボタンをクリックする 

→選択しているタブの機能カテゴリに属する機能が一覧表示されます。 

2 機能を選択する 

→MIDI 設定項目一覧の最下行に選択した機能が追加されます。 

・Deck 番号違いの同機能を追加する場合は[DUPLICATE]を使うと作業が早く行えます。 

・不要な機能は[DELETE]ボタンをクリックすると削除できます。 

 

3.5 機能を MIDIコントローラ機器に割り当てる 

1 機能割り当てを行いたい行をクリックする 

→選択した行がハイライトします。 

2 [LEARN]ボタンをクリックする。 

→[LEARN]ボタンが点灯して ON 状態になります。 

3 機器を操作する。 

[Type]の表示に従って機器のボタンやフェーダー等を操作します。 

（[Type]の詳細は P4.[4]MIDI 設定項目一覧 をご参照ください。） 

→機器から MIDI コードを受信すると[MIDI IN]に MIDI コードが表示されます。 

※1つの MIDI コードを複数の機能に割り当てることはできません。 
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3.6 MIDI設定を EXPORT（別ファイルとして保存）する 

MIDI 設定画面で LEARN やその他の編集を行った結果は、MIDI 設定画面を閉じたときに保存されます。

編集途中の状態を保存したい場合などは[EXPORT]機能を使うことでその時点の MIDI 設定内容を別ファ

イルとして保存することができます。 

1 [EXPORT]ボタンをクリックする。 

→ダイアログボックスが表示されます。 

2 保存場所を指定して[保存]ボタンをクリックする。 

→MIDI 設定ファイルが保存されます。 

 

3.7 MIDI設定を IMPORT する 

[IMPORT]機能を使うと、EXPORT した MIDI 設定ファイルを読み込み、現在選択している機器の MIDI

設定ファイルに上書きすることができます。 

1 [IMPORT]ボタンをクリックする。 

→現在編集中の MIDI 設定内容を EXPORT（別ファイルとして保存）するかどうかの確認メ

ッセージが表示されます。 

2 保存する場合は[はい]を選択し、保存しない場合は[いいえ]を選択する。 

→ダイアログボックスが表示されます。 

3 IMPORT する MIDI設定ファイルを指定して[開く]をクリックする。 

→MIDI 設定項目一覧の内容が IMPORT した MIDI 設定ファイルの内容に上書きされます。 
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